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＜顧問先の皆様へ＞ 

○ 健康保険料率（健保協会）、厚生年金保険料率の改定により、10月

の給与から控除する保険料が変わります。（以下被保険者負担分） 

・健康保険料率･･･埼玉県 4.085％、東京都 4.09％、千葉県

4.085％、神奈川県 4.095％（介護保険加入者は、別途 0.595％

加算）・厚生年金保険料率･･･全国共通 7.852％ 

 

☆ まつもと事務所からのご連絡 ☆ 

法
律
の
変
わ
り
目 

時
間
外
労
働
の
割
増
賃

金
率
が
引
き
上
げ
ら

れ
、
年
次
有
給
休
暇
の

時
間
単
位
で
の
取
得
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す 

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日

よ
り
、
一
ヶ
月
六
十
時
間
を
超

え
る
時
間
外
労
働
に
つ
い
て

は
、
割
増
賃
金
率
が
、
現
在
の

二
十
五
％
か
ら
五
十
％
に
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
（
中
小
企
業

に
つ
い
て
は
当
分
の
間
引
き

上
げ
は
猶
予
さ
れ
ま
す
）。 

 

ま
た
、
労
使
協
定
を
結
ぶ
こ

と
に
よ
り
、
一
年
の
う
ち
五
日

ま
で
は
年
休
を
時
間
単
位
で

取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。（
中
小
企
業
に
も
適
用
） 

ＴＥＬ ０４８０－２５－０３７８ 

ＦＡＸ ０４８０－５３－６４３２ 

 

https://matsumoto5.com 
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ま
つ
も
と
事
務
所
の 

げ 

ん 

き 

便 

り 

平
成
二
十
一
年
十
月 

第
十
二
号 

 

（十
月
十
日
発
行
） 

☆ 
ご
挨
拶 

☆ 
 

し
ば
ら
く
お
休
み
し
て
お

り
ま
し
た
事
務
所
便
り
を
再

開
い
た
し
ま
す
。 

事
務
所
便
り
の
発
行
が
不

定
期
と
な
っ
て
お
り
、
申
し
訳

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
少

し
で
も
、
お
送
り
し
て
い
る
皆

さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
こ
と

を
考
え
な
が
ら
作
成
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

被保険者の皆さんへの「社会保険料のお知らせ」は、給与計算を当事務所へ委託されている事業

所様へは給与明細書お届け時に、給与計算を自社でなさっている事業所様へは 9 月中にお届けし

ています。被保険者の皆様への配布をお願いします。 

 
＜その他のご連絡＞ 
○介護職員処遇改善交付金の申請がスタートし、申請書作成・届出の対応をしています。申請方法が分からな

い、まだ申請していない、というときは是非ご相談ください。 
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「仕事中のｹｶで障害が残りまし

た。障害年金は、労災保険と厚

生年金の片方しかもらえない？」 

年金の話 

仕
事
の
ケ
ガ
に
よ
る

労
災
か
ら
の
給
付

は
？ 

 

仕
事
中
や
通
勤
途
中
の
ケ

ガ
は
、
労
働
者
、
経
営
者
と

も
で
き
る
だ
け
避
け
た
い
も

の
。
で
す
が
、
予
期
せ
ず
事

故
に
遭
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と

き
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
の

が
労
災
保
険
。
労
災
保
険
の

給
付
は
社
会
保
険
の
中
で
も

特
に
手
厚
く
、
労
働
者
の
在

職
中
の
み
な
ら
ず
、
退
職
し

て
か
ら
も
引
き
続
き
給
付
が

行
わ
れ
ま
す
。
給
付
の
種
類

は
、
治
療
代
、
休
業
中
の
所

得
保
障
、
介
護
費
用
、
葬
祭

料
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。
な
お
、
治
療
が
終
わ

っ
て
、
障
害
が
残
っ
て
し
ま

っ
た
場
合
は
、
そ
の
程
度
に

よ
っ
て
一
時
金
ま
た
は
年
金

が
支
払
わ
れ
ま
す
。 

知っておきたい 

 こ
と
ば
の
花
束 

 

『
何
か
質
問
は
あ
り
ま
す
か
』 

 
 

先
日
、
病
院
に
診
察
に
行
っ
た
と

き
。
評
判
の
よ
い
病
院
と
の
こ
と
で
、

待
合
室
に
は
患
者
さ
ん
が
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
。
私
の
診
察
が
終
了
し
よ

う
と
い
う
と
き
、
医
師
か
ら
「
何
か

質
問
は
あ
り
ま
す
か
」
と
聞
か
れ
ま

し
た
。
目
の
前
の
患
者
の
不
安
を
少

し
で
も
取
り
除
こ
う
と
い
う
気
持
ち

か
ら
質
問
の
有
無
を
確
認
し
て
い
る

と
思
わ
れ
、
多
忙
な
中
で
の
そ
の
ひ

と
言
に
、
患
者
や
仕
事
へ
の
誠
意
が

伝
わ
っ
て
き
た
の
で
し
た
。 

 

自
身
の
仕
事
も
振
り
返
る
き
っ
か

け
と
な
り
、「
お
客
様
は
、
不
明
な
こ

と
を
解
消
で
き
た
の
か
」
を
気
に
掛

け
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と

あ
ら
た
め
て
思
っ
た
の
で
し
た
。 

一
時
金
・
年
金
と
も
障
害

の
重
さ
に
よ
っ
て
、
七
段

階
に
別
れ
て
い
ま
す
。
一

時
金
は
原
則
と
し
て
一
回

支
払
わ
れ
る
だ
け
で
す

が
、
年
金
は
、
そ
の
状
態

が
続
く
間
は
、
継
続
し
て

支
払
わ
れ
ま
す
。 

 

国
民
年
金
・
厚
生
年

金
の
障
害
年
金
と

は
？ 

労
災
事
故
で
障
害
が
残

っ
て
し
ま
っ
た
場
合
で
あ

っ
て
も
、
条
件
に
該
当
す

る
と
国
民
年
金
・
厚
生
年

金
か
ら
も
年
金
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
一
・
二
級
、

厚
生
年
金
は
一
～
三
級
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。
厚
生

年
金
は
三
級
ま
で
あ
り
、

年
金
額
も
国
民
年
金
だ
け

の
場
合
よ
り
も
多
い
な
ど 

給
付
も
手
厚
い
で
す
。 

 

労
災
保
険
と
厚
生

年
金
（
又
は
国
民
年

金
）
の
両
方
の
条
件

に
該
当
し
た
場
合 
 

労
災
保
険
と
厚
生
年
金

等
の
障
害
年
金
に
つ
い

て
、
両
方
の
条
件
に
該
当

し
た
場
合
は
、
厚
生
年
金

等
は
全
額
支
給
、
労
災
保

険
は
一
部
支
給
（七
割
～
八

割
支
給
）と
な
り
ま
す
。
ど

ち
ら
か
一
方
し
か
支
給
さ

れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

厚
生
年
金
を
も
ら
え
る

こ
と
を
知
ら
な
く
て
、
労

災
し
か
も
ら
っ
て
い
な
か

っ
た
と
い
う
話
を
聞
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
支

給
の
有
無
を
確
認
し
て
頂

き
た
い
も
の
で
す
。 
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秘
す
る
が
花 

 

八 

  

私
の
初
仕
舞
（
市
の
能
楽
養
成
講
座
）
は
熊
野
（
ユ

ヤ
）
で
し
た
。
舞
台
で
二
人
一
組
に
な
り
、
同
じ
仕

舞
を
舞
う
の
で
す
。
中
学
三
年
生
の
女
子
生
徒
と
一

緒
で
し
た
。 

 

こ
の
仕
舞
は
平
家
全
盛
の
こ
ろ
の
物
語
で
す
。
平

清
盛
の
次
男
宗
盛
は
寵
愛
す
る
熊
野
（
ユ
ヤ
）
の
舞

を
春
爛
漫
の
宴
席
で
見
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

が
、
熊
野
は
遠
州
に
住
む
母
の
病
気
が
気
に
な
っ
て
、

心
は
東
へ
、
し
か
し
、
桜
満
開
の
清
水
寺
へ
と
。 

 

熊
野
は
桜
木
の
下
で
舞
い
「
い
か
に
せ
ん
、
都
の

春
も
惜
し
け
れ
ど
、
な
れ
に
し
東
の
花
や
散
る
ら
ん
」

と
短
冊
に
書
い
て
宗
徳
に
差
し
出
し
た
。
宗
徳
は
そ

れ
を
何
度
も
読
み
な
お
し
「
熊
野
の
嘆
き
ご
も
っ
と

も
、
早
く
東
に
帰
る
が
良
い
」。
熊
野
は
そ
の
花
見
の

宴
席
か
ら
、
母
の
も
と
、
東
へ
と
向
か
う
の
で
す
。 

 

越
谷
市
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
登
録
団
体 

 
 
 
 
 

ａ
ｉ(

あ
い)

グ
ル
ー
プ
代
表 

 

社
会
保
険
労
務
士 

横
山
清
春 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

答え：原則として、1日 8時間、1週 40時間を超えて労働者を労働させた場合は、

割増賃金を支払う必要があります。この割増賃金は、基本給に残業代を含めて支払っ

ているという理由だけでは、支払わなくてよいことにはならず、実際に残業があった

場合は、＜「『基本給＋諸手当』の時間単価」×1.25×残業時間＞を支払う義務が発

生します。「残業時間を見込んで基本給を設定しているので、残業代を別に計算したく

ない」、という場合は、「基本給のうち、残業時間相当分を労働条件通知書に明記する」、

「（残業が多い月など）残業時間相当分を超えたときは、別に残業代を支払う」といっ

た対応が必要です。 

 

『社長の疑問』 答え隊！ 経営者・人事・総務担当者

が感じる（と思う）疑問に

ダイレクトに答えるコーナ

ーを作りました。「疑問」が

ありましたら、ぜひ、お寄

せください。 

 うちの会社の給料は、基本給だけ

で、残業があっても残業代を支払って

いません。残業代の計算は手間がかか

るし、同業他社に比べて給料を高く設

定しているので、残業代込みで支払っ

ていることにできますか。 
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最
近
は
時
間
が
あ
る
と
き
は
、

料
理
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
レ

シ
ピ
サ
イ
ト
を
眺
め
て
は
、
気
に

入
っ
た
も
の
を
作
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
レ
シ
ピ
を
見
て
料
理

す
る
こ
と
も
な
く
オ
ッ
ト
か
ら
は

「
再
生
不
能
料
理
（
分
量
が
適
当

な
の
で
、
同
じ
物
は
二
度
と
で
き

な
い
、
の
意
味
）
」
と
言
わ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
バ
ラ
ン
ス
の
い
い
食

事
を
し
よ
う
！
と
思
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
使

っ
た
こ
と
の
な
い
食
材
や
調
味
料

な
ど
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い 

ま
す
。
我
が
家
に
あ
る

料
理
本
は
、
シ
ン
プ
ル

な
調
理
方
法
ば
か
り
で

す
が
、
レ
シ
ピ
通
り
に

作
る
と
お
い
し
く
て

「
調
味
料
の
割
合
や
食

材
の
切
り
方
を
変
え
る

だ
け
で
こ
ん
な
変
わ
る

な
ん
て
！
」
と
感
激
し

て
い
ま
す
。 

編 集 後 記 

働く人の法律問答  
欠勤や遅刻があったときの給料の計算方法は？ 

            マツ社労士はタケ社長から、こんな質問を受けました。 

タケ社長 ：従業員が欠勤や遅刻をした場合に、実際に仕事をしていない時間についても、

給料の全額を払わなくてはならないだろうか。 

マツ社労士 ：従業員さんとの契約の内容によって異なります。社長の会社については、就

業規則、各人に渡している労働条件通知書とも、欠勤、遅刻・早退・私用外出

等の勤務していない時間については、その分を差し引いて支払うと規定してい

ますので、支払わなくてもよいです。欠勤・遅刻があっても差し引かない、と

規定した場合は全額払うことになります。 

タケ社長 ：そうだった。従業員を雇うことになったときに、就業規則や労働条件通知書を

マツ社労士さんと相談して、うちの会社は、働いた分についてはきっちりと支

払う、その代わり休んだ分は給与から差し引くってことにしたんだったね、そ

れは、何とかの法則とかなんとかって。。。 

マツ社労士 ：はい、「ノーワーク・ノーペイの原則」といいます。 

タケ社長 ：例えば欠勤が 1日あった場合、いくら差し引けば良いんだい？ 

マツ社労士 ：社長のところは就業規則で「基本給＋諸手当」を「1 ヶ月あたりの平均営業

日数」で割ると規定しています。差し引く対象を「基本給」だけにする、割る

のを「その月の営業日数」と規定することもできます。計算方法を就業規則や

労働条件通知書できちんと従業員さん周知しておくことも大切です。 

タケ社長 ：なるほど。そういえばそれも、マツ社労士さんといろいろ打ち合わせしたのを

思い出しましたよ。あらためて就業規則を見直してみますね。 

 

 

知 っ て
おきたい 


